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Ⅰ 主題設定の理由 

 

 連合軍最高司令官総指令部（GHQ）の命令により、

昭和 20 年に修身の授業が停止された。それから、

昭和 33 年に道徳の時間が特設されるまでの間、学

校教育の全面で道徳教育が行われていた。 

昭和 21 年、文部省は、修身に代わる教科として

公民科を設置したが、翌年、公民科が十分に実施

されないまま、社会科が新設された。この時、道

徳教育は、教科の中では社会科に位置付けられた。 

昭和 22 年と昭和 26 年に出された『学習指導要

領（試案）』のもとで実施された社会科は、初期

社会科と呼ばれる。試案は、教師の手引書として

の性格をもつ。各学校では、『学習指導要領（試

案）』を基に、地域や学校、児童の実態に合わせ

た教育のカリキュラムが独自に編成された。県内

においては、社会科を中心とするカリキュラムの

研究が進められ、社会科の研究会が各地で開催さ

れた。昭和 24 年には、県内４地域の小学校で公開

研修会が開催された。 

昭和 25 年頃、東アジア情勢の変化、国内におい

て青少年の犯罪や非行が増加したため、社会科を

中心とする道徳教育に対して、不満の声が上がっ

た。昭和 25 年、吉田首相は、問題の解決を図るた

め、天野貞祐を文部大臣に登用した。天野文部大

臣は、道徳教育を重視し、修身に代わる道徳教育

を実施することを問題として提起し、教育課程審

議会に諮問した。同審議会は、道徳教育は学校の

教育活動全体を通して行い、各教科を通した道徳

教育を重視するという答申を出した。翌年改訂さ

れた『小学校学習指導要領社会科編（試案）』に

おける社会科の目標に、道徳教育の観点が示され

た。さらに、昭和 28 年、文部省は、「社会科の改

善についての方策」を出し、「社会・公共への奉

仕」と「国を愛する心情」を社会科で扱い、社会

科の中で道徳教育をさらに重視する方策を示し

た。 

昭和 33 年、道徳の時間が特設された。道徳の時

間は、教科や教科外における道徳教育の指導を補

充、深化し、統合するものとされた。 

そこで、本研究では、はじめに、修身が停止さ

れた昭和 20 年から道徳の時間が特設された昭和

33 年までの道徳教育や社会科に関する国の施策

を明らかにした。次に、昭和 22 年と昭和 26 年に

出された学習指導要領（試案）に基づく県内のカ

リキュラム研究の概要を明らかにし、社会科のカ

リキュラムや指導案における道徳教育の位置付け

や実践を明らかにした。 

これまで、初期社会科における社会科のカリキ

ュラムを社会科教育の視点から研究したものは多

くみられるが、道徳教育の視点での研究は少ない。

本研究により、初期社会科における道徳教育の位

置付けや実践を明らかにすることは、現在やこれ

からの道徳教育の在り方を考察する上で意義ある

ものと考え、本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

初期社会科における県内小学校のカリキュラム

や指導案から、社会科における道徳教育の位置付

けや実践を明らかにし、現在やこれからの道徳教

育の在り方を考察する。 

 

 本研究は、昭和 20 年代、県内小学校の社会科のカリキュラムや指導案から道徳教育の位

置付けや実践を明らかにし、道徳教育の在り方を考察することをねらいとした。はじめに、

修身が停止された昭和 20 年から道徳の時間が特設された昭和 33 年までの道徳教育や社会

科に関する国の施策を明らかにした。次に、昭和 22 年と昭和 26 年の学習指導要領（試案）

を基にした県内のカリキュラム研究の概要を明らかにし、本研究のねらいにせまった。 

キーワード､ 【教育史 道徳教育 初期社会科 小学校 カリキュラム 学習指導要領 試案】 

《研 究 の概 要 》
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Ⅲ 研究の方法 (1) 初期             文部省『国民学校公民教師用書』(1946) 

 昭和 20 年 12 月 31 日、

我が国の教育における修

身・国史・地理の授業は、

連合軍最高司令官総指令部

（GHQ）の指令「修身、国史、

地理停止に関する件」によ

って停止された。 

１ 『道徳教育の手引(1)道徳教育の反省と推進』、

『教科教育百年史』、『学習指導要領（試案）』、

先行研究から、初期社会科及びその前後におけ

る昭和 20 年から昭和 33 年までの道徳教育や社

会科に関する国の施策について調べる。 

 

昭和 21 年３月、文部省は、「国民学校等ニ於ケ

ル修身、国史及ビ地理ノ授業停止ニ関スル件」を

公布した。同年５月、新教育の手引書として『新

教育指針』を発表し、修身に代わる公民教育の振

興を示した。同年９月には、『国民学校公民教師

用書』を発行した。公民科は、「従来の修身書は

観念的、画一的で形式主義におちいり、道徳を上

から押しつけで命令的であったとして反省を示

し、公民教育は一人一人の心にくい入り、生きい

きと活動する生活そのものを指導する教育」

２ 初期社会科における本県小学校の指導案やカ

リキュラムから、道徳教育の位置付けや実践を

調べる。 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 道徳教育や社会科に関する国の施策 

表１ 道徳教育や社会科に関する国の施策 

（昭和）年・時期区分 道徳教育や社会科に関する国の施策 

20

年 

 ・連合軍最高司令官総指令部(GHQ)が「修身、国史、

地理停止に関する件」の指令を下す。（12 月） 
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１）

を目指した。 ・「国民学校等ニ於ケル修身、国史及ビ地理ノ授業

停止ニ関スル件」の公布（３月） 

21

年 

初期 

修身停止。

公民科によ

って道徳教

育が構想さ

れた時期 

・文部省が『新教育指針』を発行（５月） 

・地理（６月）、国史（10 月）の授業再開 

・文部省が『国民学校公民教師用書』を発行 

公民科の設置（９月） 

公民科は、生活指導や自治の修練を行う実践指

導と、実践指導を踏まえた知的指導を行うもので

あった。生活指導は、日常の生活の仕方や生活態

度を指導するものであり、自治の修練は、社会の

一員としての責任感や自覚を促し、積極的に関わ

ろうとする態度を育成するものであった。初等科

４年生までは、全体の教育活動を通して生活指導

を行い、５年生以上は、生活指導を続けながら公

民科の時間を設け、知的指導を行うものとされた。

知的指導について『國民学校公民教師用書』では、

次のように述べている。 

22

年 

・「教育基本法」公布・「学校教育法」成立・六三制

実施・「社会科」の新設（３月） 

・文部省が『学習指導要領一般編（試案）』を発行

（３月） 

・文部省が『学習指導要領社会科編（試案）』を発

行（５月） 

第１期 

社 会 科 新

設。道徳教

育が社会科

に位置づけ

られた時期 

23

年 

・文部省が『小学校社会科学習指導要領補説』を発

行（９月） 

 

 

 ・文部省が『小学校社会科学習指導法』を発行（４

月） 

25

年  

26

年 

・天野文部大臣が、修身に代わる道徳教育を実施す

る問題を提起し、教育課程審議会に諮問。同委員

会は、否定的な答申を出す。（１月） 

・文部省が「道徳教育振興方策」を出す。（２月）

・文部省が『道徳教育のための手引書要綱小学校編』

を発行（４月） 

・文部省が『学習指導要領一般編（試案）』『小学校

学習指導要領社会科編（試案）』を改訂（７月）

第２期 

社会科にお

ける道徳教

育が重視さ

れた時期 

公民科の教育は実践指導だけで完成するのではない。こう

いったことはその上に自分でこれはこうすべきだと自覚

され、知識としてしっかり中身をもち、しかもそれが広い

知識になって社会生活をしていくのに役立つ公民的な良

識に発展していかなければならない。たとえば、自治の修

練は児童や生徒の自治生活によって、それに必要な態度を

形作ることを目ざしているが、その態度ができると同時

に、それが自覚されて、自治にはどんな態度が必要である

のか、その社会の発展のためには、どんな心構えが大切で

あるのか、またどんな組織やきまりが必要であるのかが、

はっきり自分で「こうだ」とわかるようにならなければな

らない。またその上この自覚を基礎として現に自分の前に

見られる地方自治や、国の政治の動き方についてもそれを

正しく見ることができ、それに対して自分のもたなければ

ならない心構えをしっかりしてゆくようにすることが大

切である。そこで、

28

年 

・教育課程審議会は「社会科の改善に関する答申」

を出し、社会科が道徳教育を重視し、指導計画お

よび指導法を改善するよう示す。（8 月） 

・文部省は「社会科の改善についての方策」で、「社

会・公共への奉仕」と「国を愛する心情」を社会

科に加える。（8 月） 

29

年 

・文部省は地理、歴史、道徳教育を重視するため、

「改訂社会科の大綱」を出す。（４月） 

30

年 

・文部省が『小学校学習指導要領社会科編』を改訂

（12 月） このような知識の充実と拡大とを目ざ

33

年 

第３期 

道徳の時間

特設 

・教育課程審議会から「小学校、中学校教育課程の

改善について」の答申が出される。(３月) 

・文部省が「道徳実施要綱」を出す。(３月) 

・道徳の時間の特設。（9 月） 

・文部省が『小学校学習指導要領』を改訂（10 月）

す知的指導が、公民教育の方法として大切になるのであ

る。もっとも、知的指導といってもその知識には生活のう

ちに実現されるものでなくてはならないし、情操を養って

いくことをまた忘れてはならない。

文部省『國民学校公民教師用書』1946,14 p.（下線部は大竹）

注：初期～第３期の時期区分は、群馬県教育委員会『道徳教育

の手引(1)道徳教育の反省と推進』1959. による。初期は、

「初期社会科」の「初期」とは異なる。 

公民科における知的指導は、「児童が経験してき

たことを報告させたり、調査をさせたり、『話し合



一 生徒が人間としての自覚を深めて人格を発展させる

ように導き、社会連帯性の意識を強めて、共同生活の進

歩に貢献するとともに、礼儀正しい社会人として行動す

るように導くこと。 
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い』で考えをつくったり、また問題法で指導した

りして、それで、児童が自分で経験したことを基

にして、一つの考えを自覚的につくることができ

るように指導」
二 生徒に各種の社会、すなわち家庭・学校及び種々の団

体について、その構成員の役割と相互依存関係とを理解

させ、自己の地位と責任とを自覚させること。 

２）することをねらいとした。 

公民科の構想はきわめて進歩的な道徳教育を目ざしてい

たことがわかる。それは生活に即して適切な機会をとら

え、その指導を具体的に進めるとともに、一方学年の段

階に従ってそれを一般的な知識にまで高め、知識は生活

に実現されてさらに生活を高めていくことをその基本的

な性格とし、これを児童生徒の自発活動を通して行うこ

とが考えられていた。 

群馬県教育委員会『道徳教育の手引(１)道徳教育の反省と推進』1958,8p.

三 社会生活において事象を合理的に判断するとともに、

社会の秩序や法を尊重して行動する態度を養い、更に政

治的な諸問題に対して宣伝の意味を理解し、自分で種々

の情報を集めて、科学総合的な自分の考えを立て、正

義・公正・寛容・友愛の精神をもって、共同の福祉を増

進する関心と能力とを発展させること。 

文部省『学習指導要領社会科編（試案）』1947,5p.

社会科の学習は、青少年の心意の発達に即して進

めなければならないことや、地域や児童の実態に合

わせて行わなければならないことが、次のように述

べられている。 

このように、現在の道徳教育の在り方に近い公

民科の教育が考えられていたが、翌年、社会科が

新設されたことにより、公民科は十分に実施され

ず、構想だけで終わった。 
 他のすべての教科と同じく、社会科においても、青少年の

心意の発達に即して学習を進めなくてはならない。別表に、

その学習能力並びに社会性の発達のだいたいを示した。しか

し、これは、地域や、生活環境・素質その他によって、各個

人に著しい差異を生じているから、教師はこの表を参考にし

つつも、青少年の実際について、十分観察を加えて行かなけ

ればならない。備考欄は、その発達段階における教材選択の

基準を示したもので、青少年の関心の中心に即応するもので

ある。 

１）佐々木昭『道徳教育の研究』学文社,1999,232p. 

２）文部省『国民学校公民教師用書』1946,68p. 

  

(2) 第１期           文部省『学習指導要領社会科編』（1947） 

昭和 22 年３月、学校教育

法が成立したのに伴い、修

身（公民）・国史・地理に代

わり、社会科が新設された。

文部省は、手引書としての

性格を持つ『学習指導要領

一般編（試案）』を出し、各 

 心身の発達が特に著しく、且つこのことを十分考慮に入れ

なくてはならない、小学校の児童については、各学年ごとに、

だいたいの説明を附しているから、十分に参照されたい。

学 年 学 習 能 力 社 会 性 備 考

家 庭 ・ 学

校・社会生

活の一般に

ついて一応

の理解を得

させようと

する。 

社会生活は著明

でない。 

第一学年 (1)情緒的性質が著し

い。推理反省で学ぶ

ことは困難。 

第二学年

入学当初は新し

い学校生活に慣

れるため、いろ

い ろ 問 題 が あ

る。漸次身のま

わりの社会を理

解し、これに順

応するようにな

る。 

(2)行動的性質が著し

い。興味によって行

動を誘い、行動を指

導することによって

学ばせる。 

学校では新しいカリキュラムを作成した。 

『学習指導要領一般編（試案）』において、文

部省は、社会科が「社会生活についての良識と性

格を養う」
(3)自己中心的な傾向

が著しい。自己並び

に周辺の具体的事物

について学ぶ。 

１)と示した。同年に出された『学習指

導要領社会科編（試案）』には、「今度新しく設け

られた社会科の任務は、青少年に社会生活を理解

させ、その進展に力を致す態度や能力を養成する

ことである。」

   文部省『学習指導要領社会科編（試案）』1947,6p. 

社会科の教材として、児童の社会生活や個人の

生活の中の問題が例示されている。道徳教育にか

かわる小学校の問題は、次のとおりである。 

２)とし、社会生活における次の３

つの相互依存関係を理解させることをあげた。 
・家や学校で、よい子と思われるには私たちはどうすれば

よいか。（第１学年） 

これらは、現在の道徳教育における内容の４つ

の視点「主として自分自身に関わること、主とし

て他の人とのかかわりに関すること、主として自

然や崇高なものとのかかわりに関すること、主と

して集団や社会とのかかわりに関すること」と類

似している。 

次の社会科の目標は、道徳教育の内容を含んで

おり、道徳教育が社会科に位置付けられたことを

裏付けている。 

・世の中で一人前になるには私たちはどうすればよいか。
（第３学年） 

・ほかのなかまの者と仲よくするには私たちはどうすれば
よいか。（第３学年） 

・ほかの土地の人と仲よくするには私たちはどうすればよ
いか。（第４学年） 

・仕事を通じて人々はどのように協力するか。（第６学年）
・世界中の人々が仲よくするには私たちはどうすればよい

か。（第６学年） 
文部省『学習指導要領社会科編（試案）』1947.

（１）人と他の人との関係 

（２）人間と自然環境との関係 

（３）個人と社会制度や施設との関係 

社会科の指導方法は、「単に知識を修得するため

の指導方法ではなくて、児童生徒が当面する問題の

解決をめざして自主的・自発的に行う活動そのもの

を指導の対象と考えるいわゆる単元学習法であっ

た。」３)児童と社会の切実な要求（問題意識）に基

づき、教科の枠にとらわれず、教育内容を総合的に



編成し、問題解決学習を展開するものであった。
４) 
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しかし、多くの学校がカリキュラムの作成に苦慮

したり、社会科を地理・歴史・公民に分けて学習し

たり、社会科の授業をまったくしない学校も見られ

た。そこで、文部省は、昭和 23 年９月に『小学校

社会科学習指導要領補説』、昭和 25 年４月には『小

学校社会科学習指導法』を発行し、新設した社会科

の実施を徹底させようとした。 
１）文部省『学習指導要領一般編（試案）』1947,13p. 

２）文部省『学習指導要領社会科編（試案）』1947,1p. 

３）群馬県教育委員会『道徳教育の手引(1)道徳教育の反省

と推進』1959,10p. 

４）戦後、児童中心主義・経験主義からなるデューイの教育

思想が日本に伝わる。昭和 22 年の学習指導要領に反映

された「経験カリキュラム」という教育課程は、「問題

→仮説→資料→検証」という教育段階をもつ。子どもの

経験や生活を基にしたカリキュラムが各学校において

編成された。問題解決学習は、小学校から高等学校の第

一学年まで展開された。初期社会科は、現行の学習指導

要領における総合的な学習の時間の在り方に近い。 

 

(3) 第２期            文部省『小学校学習指導要領社会科編』（1951） 

昭和 25 年頃から、「学力

の低下・自由と権利の濫

用・規律や義務の無自覚・

青少年の不良化傾向等が社

会問題」１）となり、社会科

を中心とする道徳教育に対

して不満をもつ意見が出る

ようになった。 

天野文部大臣は、教育勅語に代わる「道徳基準」

と新しい修身科を設置することを問題として提起

した。これに対し、昭和 26 年１月、教育課程審議

会は、「道徳教育は学校の教育活動全体を通して行

うもの」とし、学校教育の全面を通して道徳教育

を重視する方針の答申を出した。 

文部省は、同年４月、『道徳教育のための手引書

要綱小学校編』を発表した。７月には、『学習指導

要領一般編（試案）』を改訂した。この中で、「そ

の性質上、教育のある部分ではなく、教育の全面

において計画的に実施される必要がある」と述べ、

学校教育の全面を通して道徳教育を行うことを強

調した。「この期の道徳教育も学校教育の全領域を

通して行うものであったが、特に教科では社会科

が、特別教育活動ではホームルームや児童・生徒

会活動などが重視された。しかし、指導の実際面

では具体的な動きは少なかった。」２）

一般編と同時に改訂された『小学校学習指導要

領社会科編（試案）』において、社会科は、「道徳

教育に関する特別の使命を負っている」とされ、

目標は次のように改められた。 

第 2 章 社会科の目標 前の学習指導要領には十五項目の目

標が掲げられていたのであるが、今次の改訂によってこれ

を大きく五項目にまとめ、これによって目標を簡潔につか

みやすくするとともに、社会科の学習の領域をもこれによ

って明らかにしようとした。なおこのようにすれば、目標

がおおまかにつかみやすくなるが、具体的には理解しにく

いので、さらに、社会科で養おうとする態度や能力を特に

取り出して具体的に示し、これによって社会科における道

徳教育の観点をも明らかにしようとした。 

文部省『小学校学習指導要領社会科編（試案）』1951,pp.1－2.

昭和 27 年 12 月、岡野清豪文部大臣は、「社会科

の改善、特に道徳教育、地理、歴史について」教育

課程審議会に諮問した。翌年の８月、同審議会の答

申で、社会科が担っている道徳教育に対する責任を、

次のように述べている。 

 道徳教育を社会科だけが行うもののように考えるのは

誤りであって、これは学校教育全体の責任である。しかし、

社会科が道徳教育に対して、責任をもつべき主要な面を明

確に考え、道徳教育に確実に寄与するように、その指導計

画および指導法に改善を加えることは重要なことである。

奥田真丈監修『教科教育百年史』建帛社，1985,989p.

この答申を受け、文部省は、「社会科の改善につ

いての方策」で、社会科に対する批判や廃止する

声に対応するため、今後学習指導要領を改訂する

方針を出すとともに、「社会・公共への奉仕」と「国

を愛する心情」を社会科の内容に加えた。 

昭和 29 年４月、文部省は、地理、歴史、道徳教

育を重視するため、「改訂社会科の大綱」を出した。 

翌年の 12 月、文部省が改訂した「小学校学習指導

要領社会科編」３）では、以前の「試案」が削除さ

れた。この改訂では、地理、歴史とともに社会科

における道徳教育が強調された。 
１）２）群馬県史編さん委員会『群馬県史』通史編９近代現

代３,1990,273p. 

３）昭和 30 年に社会科のみ改訂されている。 

 

 (4) 第３期 

昭和 33 年３月、松永文部大臣の諮問を受けた

教育課程審議会は、「小学校、中学校教育課程の改

善について」という答申を出した。学校教育の全

面における道徳教育はそのままとした上で、小・

中学校で「道徳の時間」を特設する方針を、次の

ように示した。 

道徳教育の徹底については、学校の教育活動全体を通じ

て行うという従来の方針は変更しないが、さらに、その徹

底を期するため、新たに「道徳」の時間を設け、毎学年、

毎週継続して、まとまった指導を行うこと。 

道徳の時間は、毎学年、毎週一時間以上とし、従来の意

味における教科としては取り扱わないこと。 

奥田真丈監修『教科教育百年史』建帛社，1985,990p.

この答申を受け、文部省は、『道徳実施要綱』を

出した。９月、教科や教科外の道徳教育を補充、

深化し、統合するものとして、道徳の時間が特設
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された。 

２ 本県小学校の初期社会科における道徳教育 

(1) カリキュラム研究の概要 

昭和 22 年３月に新設された社会科について、

『群馬県史』１）では次のように述べている。 

社会科は新教育の代表教科として新鮮な印象で登場し

た。新教育の研究は、社会科学習の在り方を中心に進め

られた。この社会科はアメリカの Social studies に範を

とったもので、教材の単位は当初「作業単元」といわれ

た。目標は「児童が自分たちの社会に正しく適応できる

ように、…（略）…自分たちの属する共同社会を進歩向

上させることができるように社会生活を理解させ、社会

的態度や能力を養う」ものであった。しかし、実際の授

業では何をどのように教えるか分からず、児童も教師も

暗中模索していた。 

群馬県史編さん委員会『群馬県史』通史編９近代現代３,1990,268p.

このような状況の中、県内各地で社会科の研究

会が開催されていった。 

昭和 22 年６月、群馬師範学校女子部附属小学校

において、７月には群馬師範学校男子部附属小学

校において、新教育研究発表協議会が開催された。

『新教育研究発表協議会要項及学習指導案綴』が

発表され、社会科をはじめ各教科の学習指導が公

開された。同月、前橋市立敷島小学校において、

新教育研究会が開催された。８月には、県と群馬

師範学校が共催し、社会科を研究目的とする「教

職員夏季講習会」が開催された。 

昭和 23 年６月、群馬師範学校男子部附属小学校

において、新教育研究発表講習会が開催され、『一

日のプログラムおよび学習指導案』が発表された。

また、群馬師範学校女子部附属小学校においても

研究協議会が開催され、『単元学習の建設』２）が

発表された。また、勢多郡南橘村立桃川小学校や

勢多郡粕川村立粕川小学校においても、社会科研

究発表会が開催された。 

『群馬県史』では、当時のカリキュラム研究に

ついて、次のように述べている。 

 社会科とともに新教育研究の対象になったのは、教育

課程（カリキュラム）の編成であった。これは社会科の

作業単元構成と相まって異常な盛り上がりを見せた。 

 カリキュラムの研究は群馬師範の両附属小を中心に行

われ、二十三年群馬師範女子部附属小は「単元学習の建

設」を主題に研究成果を発表した。同年師範学校と協力

研究校による『カリキュラム研究論文集』が発行され、

カリキュラム編集の理論が究明された。 

 当時のカリキュラム研究の主流はコア・カリキュラム

であった。これはコア（核）となるべき中心教科と、そ

れに有機的にかかわる教科によってカリキュラムを構成

する考え方で、具体的には社会科がコアとなり、国語や

算数は社会科の問題解決するときの用具となる教科と位

置づけて、カリキュラムを編成するものであった。 

群馬県史編さん委員会『群馬県史』通史編９近代現代３,1990,269p.

昭和 24 年 11 月、県内４つの小学校において、

公開研修会が開催された。群馬大学群馬師範学校

附属小学校と協力研究校における研究主題は、次

のとおりである。３）

（都市）群馬大学群馬師範学校附属小学校「要素と能力の発見」

（ 町 ）多野郡吉井町立吉井小学校「新教育計画、カリキュラム」

（山村）吾妻郡伊参村立伊参小学校「社会科カリキュラム」 

（農村）佐波郡宮郷村立宮郷小学校「農村教育課程の研究」 

昭和 25 年４月には、前橋カリキュラム研究会に

よって「前橋を中心にした社会科作業単元の基底」

が発表された。その後も、県内各地の小学校でカ

リキュラムが作成されていった。４）

１）群馬県史編さん委員会『群馬県史』通史編９近代現代

３,1990． 

２）１年生の単元「私たちの家（ままごと遊び）」の問題の

一部に、「弟や妹たちにはどんなふうにしてやったらい

いか？」「お父さん、お母さんにはどんなふうに接した

らよいか？又兄さん、姉さんにはどうしたらいいか？」

「お行儀をよくするにはどんなことを心がけたらいい

か？」がある。思いやりや尊敬、礼儀正しさを社会科で

育もうとしたことがうかがえる。 

３）群馬県教育委員会事務局「カリキュラム特集」ぐんま教

育第６号,1950. に、実践校の研究報告がある。同地域

の中学校でも研究会が開催された。 

４）県内小中学校における初期社会科のカリキュラム作成の

経緯については、群馬大学大学院修士論文・矢島豊『群

馬県初期社会科実践史研究』1998. が詳しい。矢島氏は、

アンケート調査により、県内小・中学校や関係施設に現

存する初期社会科のカリキュラムを確認した。 

 

 (2) 指導案やカリキュラムからみる道徳教育の位置

付けや実践 

ア 群馬師範学校男子部附属小学校 

昭和 22 年７月、当校において「新教育研究発表

協議会」が開催された。この協議会で発表された

学習指導案によると、５年生で「けんか」を題材

にした社会科の授業が展開されている。学級内に

おける児童のけんかを問題として取り上げ、子供

たちに討議させ、解決を図ろうとしている。 

社会科学習指導案（五の二）    指導者 島田誠一 

題材 けんか 

学習の考察 

１ 題材と児童 

(1) この題材がとりあげられた理由は次の通りである。 

明るい五の二の建設は四月のスタートから子供達の心

に強く刻まれていた目標である。殊に男女共学という新し

い学級の誕生に当たって。それ以来教師も子供も共々に力

合わせて進んで来たが、いつも困った問題は「けんか」で

ある。「けんか」をなくしたい。長い間私はこんなことを

考え続けた。そしてとうとう子供達自身に解決させる以外

にいいちえはないと悟った私は、勇気を出してこのなん問

を子供達に討議させることとした。 

２ 目標 

子供達の「けんか」について自由に討議させ、子供達自

身の力で「けんか」を出来るだけ少なくし、おたがいが明

るい五の二の建設につとめるようにしむけていく。 

３ 注意 

(1) 討議中はあまり感情に激して、級友を過度にそしるこ

となく、おたがいが寛容と友情をもって話し合うよう

に導く。 

群馬師範学校男子部附属小学校『新教育研究発表協議会要項及学習指導案綴』1947,pp.9-11.より抜粋

昭和 23 年６月、当校において「新教育研究発表

講習会」が開催された。この講習会で発表された

指導案によると、４年生で社会科の単元「前橋の
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乗物」１）の学習において、児童の危険な行動や乗

車モラルを問題として取り上げている。交通道徳

や乗車道徳の改善を図るため、交通のきまりにつ

いての話合いや、乗車する時の態度について考え

させる学習を展開している。 

社会科学習指導案（四の一）  指導者 齋藤本治 

単元 前橋の乗物 

一、 単元の考察 

(一) 児童の立場から 

３ 児童はこんな問題に直面している。前の単元「身体

検査」のところで、身体の保全について、運動と食物

の面から考察しいている。ところがこの組では、先日

冒険的なあげくにより、全治三ヶ月という骨折者を出

し、またある朝の話し合いに一児童は「今朝よそ見を

して歩いている中自動車にひかれそうになってころん

でしまった」という話題を提供している。そこで全体

として冒険的な行動や交通事故等による災害防止につ

いて、お互いに注意していかなければならないという

関心が高まっている。 

(二) 社会の立場から 

２ 交通道徳、乗車道徳等民主的な社会秩序を必要とす

るものであり共同生活の進歩向上に役立っている。 

５ 自然を巧みに利用する等人と自然環境との関係や社

会的な意味をもつ乗物と世の人々との関係等を正しく

理解し社会改善に尽くす態度が養われる。 

二、 計画 

(六) 我々は交通事故を防ぐのにはどうしたらよいか。 

(八) 乗物に乗った時はどんな心掛けが必要か。 

三、学習活動の展開 

(一〇) 交通安全をはかるためにどんなきまりを守ったら

よいか話しあう。 

○左側通行をしっかり守ろう。 

○路上ゲームはやめよう。 

○道路横断は左右をみて急いで通ろう。 

○一列歩行をしよう。 

○四ッ角は前後左右をしっかりみてから通ろう。 

○横合いから飛び出さないようにしよう。 

○トラックなど車の後ろにぶら下がらないようにしよう。 

(一一) 乗車の態度をりっぱにするように考えてみよう。 

○車が止まって降りる人が降りてから乗ろう。 

○ドアを開け放して乗るのはやめよう。 

○車内での大声はやめよう。 

○車内に紙屑、食べ物屑を捨てないようにしよう。 

○車内ではたん、つばを吐かないようにしよう。 

○窓から物を落とさないようにしよう。 

○窓から首を出さないようにしよう。 

○自転車の二人乗りはやめよう。 

四、期待される発達 

(八) 交通事故の防止方法を知り交通のきまりをよく守

ること。 

(九) 警察官に対して信頼の態度ならびに協力の態度を

持すること。 

(一〇) 乗車道徳を知りよく守ること。 

五、評価 

(三) 交通道徳をはじめ公徳が実践されているか。 

(五) 進んで公の為につくす態度ができたか。 

群馬師範学校男子部附属小学校『一日のプログラムおよび学習指導案』1948,pp.27-32.より抜粋

１）「前橋の乗物」全案を資料編 pp.1-2.に掲載。 

 

イ 佐波郡宮郷村立宮郷小学校（昭和 24 年） 

昭和 24 年 11 月 30 日、当校において「カリキュ

ラム公開研修会」が開催された。研修会において、

『農村教育課程の研究－生活カリキュラムへの歩

み－』が発表された。宮郷小学校では、民主主義

社会の建設にふさわしい社会人を育成するため、

児童と地域社会の実態を調査し、社会科中心のカ

リキュラムが作成された。 
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宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』（目次）1949. 

 

当時の教育の状況や宮郷小学校におけるカリキ

ュラムの作成について、「教育課程改造の動機」の

中で、次のように述べている。 

当時新教育の胎動はすさまじく、教育雑誌に、単行本に

或いは又研究紀要等に着々と其の研究発表があり、社会科

の新設と学習指導要領の一般編、続いて各科編の出版があ

り、特に社会科の指導と、指導要領の研究によって、学習

が展開されましたが、各科間の横の連絡の不統一さ、重複

さ、社会科を中心とする教科の統合の問題、又教育は地域

社会に則さねばならぬと、いわれても私達は昔なつかしい

教科書教師で社会科を読方授業とし又従来の地歴、公民、

修身の総合的教科とのみ考えて教え、わからないからとい

って全然指導しないという状態でありました。 

即ち社会科は一体何を学習させたらよいのかと迷った

時が度々ありました。 

そこでせめて学校全体として、統一性のある計画案の必

要と、学習素材のあり場所の調査が必要視されたのであり

ます。（村の実態調査）要は社会科教育の目標の確立が痛

感された次第であります。 

即ち社会科は、青少年を教育活動の中核として生まれて

来た新教科であり、今後の社会科教育は民主主義社会の建

設にふさわしい社会人を育て上げようとするものである

と思います。これらの事と日々の教育実践を通じ、その反

省として、結論的に出てきたことは、教育計画の立案の必

要でありました。 

宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』1949,2p.

当時、宮郷小学校で勤務されていた堀川良夫先

生は、昭和 24 年に開催された研修会や当時の学校

の教育活動について、次のように述べている。 

宮郷小学校の研修会には、講堂に 600～700 人くらいの

人が集まった。宮郷小学校のカリキュラム研究は、他の学

校の職員から関心を寄せられていた。 

宮郷小学校では、社会科をコア（中核）とする教科指導

の研究が、研修主任を中心に行われた。社会科を中心に置

き、その他の教科が周辺に位置づけるという考え方で、カ

リキュラムが作られていった。社会科に力が入った分、国

語や算数の指導がやや疎かになったような感じがしてい

た。教科指導の評価は、他の学校では相対評価で出してい

たが、宮郷小学校では絶対評価で出していた。 

通知票には、それぞれの児童における教科の到達度を文

章で書いていた。道徳教育については、学校教育全体の活

動を通して行っていたと考えている。 

カリキュラム作成にあたり、事前に農村や児童の

実態調査を行い、その課題から「本村教育の目標」

「本校教育の目標」「本校教育の具体的目標」を設

定した。「本校教育の具体的目標」の中で、道徳教
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育にかかわるものとしては次のものがあげられる。 

(生産)自然を愛好し合理的に利用する態度及び能力を養う 

(消費)消費生活を合理化するための協同組合を理解しこれ

に協力する態度を養う 

(交流)他人の人格を尊重し共同して事に当たる態度と能力

を養う 

外来者に対しての正しい応対の態度と能力を養う 

(芸術宗教)人は常に相互扶助のもとに生活していることの

理解と世界平和への態度能力を養う 

(教養)社会事象に対する批判力を養い礼儀正しい態度を培

う 

宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』（第三表）1949.

「学習課題」１）は、地域社会の課題・児童の生

活課題・児童の発達系列・学習指導要領の能力の４

つの面から考え、設定された。カリキュラムにおけ

る学習課題は、これら４つの面を解決・達成するた

めに設定されている。 

・地域社会の課題 

・児童の生活課題 

学習の範囲 

社会機能から考えて保健・生産・消費・

交通・教養・芸術 宗教・慰安・政治の

８つに分類されている。 

・児童の発達系列 

・学習指導要領の

能力 

発達系列 

児童の興味や能力、社会性から考えて学

年ごとに配列されている。 

「学習課題」は、学習の範囲と発達系列の２次

元の枠組みからなっている。２）「学習課題」は、

地域社会の課題や児童の生活課題が解決されるよ

う、それぞれの学年にふさわしい発達段階を考え、

設定されている。 

「児童の発達系列」３）からは、学習課題を解決

する社会科の学習を通して、その学年にふさわし

い児童の道徳教育を図ろうとしていたことが分か

る。「児童の発達系列」には、「総合主題」の「人

間性」や「社会性の発達」が記されており、学年

ごとに配列された道徳的内容が位置付けられてい

る。 

「社会性の発達」については、「総合」「交友」「社

会規範」を取り上げ、（表２）にまとめた。 

 

表２ 児童の発達系列（「社会性の発達」の一部） 

 総合 交友 社会規範 

一

年 

社会生活は

著明でない 

自分に対して親切である

からという自己中心であ

る 

遊びの約束が殆ど全部

である 

二

年 

同上 自我が強く競争心をもっ

て来る 一時感情が多い 

物品の貸与の約束が多

い 
三

年 

社 会 生 活 が

稍 著 明 と な

る 

仲間の風評を気にするよ

うになる 

人に迷惑をかけること

になるから約束は固く

守らなければならない

四

年 

同上 気が合うから仲良しとな

る（親切との過渡期） 

社会道徳上の約束が生

ずる 

五

年 

社会集団生

活が拡大す

る 

他人の人格を認め合い人

格無視が立腹の原因とな

る 

学級全体の約束を相当

重要視する 

六

年 

社会生活関

係とその責

務について

理解する 

気が合うということが絶

対的の条件である 

教師にも間違いがある

事を認め批判して意見

を吐く 

宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』1949. (第七表より抜粋) 

「総合主題」の「人間性」には、一年「よく友

達に馴れさせる」二年「物の役目を知らせる」三

年「役割と役割との関係を知らせる」四年「秩序

の中にくいちがいを知らせる」五年「修正整理し

て行くことを理解させる」六年「ものの位置を正

しく見極めさせる」と記されている。 

次に、「本校基底単元一覧表」（表３）にある基底

単元の中から、第１学年「わたしたちのおうち」

を取り上げ、「社会科作業単元展開計画案」（表４）

を、道徳教育の視点から考察する。４）

 

表３ 本校基底単元一覧表 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

１

年

た の し い

がっこう 

じ ょ う ぶ

なからだ 

  わたしたちのおう

ち 

おともだち 

２

年

近所の生活 た

べ

 も

の 

秋の取り入れ ゆうびん 

３

年

き ま り よ

い生活 

生物と私達   村の生活 農村から町へ 

４

年

郷 土の う つ りか

わり 

中  仙道 郷 土 資 源

の開発 

群馬県の発展 

５

年

農 業 協 同

組合 

保健生活   交通機関 農業の発達 

６

年

私 達 の 自

治 

絹織物   農村生活の改善 日本の将来 

宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』1949. 

注：基底単元表によると、６年の「絹織物」は６月から９月に設定さ

れている。各学年別基底単元の「第六学年基底単元」では、

９月から 12 月の実施になっている。 

 

基底単元「わたくしたちのおうち」における学

習の中心となる問題は、次のとおりである。 

１ 楽しい遠足（芝河原に小石を拾いにゆきましょう） 

２ 取り入れに、近いたんぼの様子はどんなであるか（い

なごとりをしましょう） 

３ 秋の取り入れに、おうちの人たちがどんなに忙しくは

たらいていらっしゃるか（おうちのお手伝いをいたしま

しょう） 

４ お母さんを中心として毎日どんなにたのしく、くらし

ているか（おかあさんごっこ） 

５ おうちで飼っている動物は、どんな役にたっているか

（おうちのどうぶつ） 

６ お正月をむかえて、おうちの人はどんな支度をするか

（火の用心）（お正月のしたくをしましょう） 

宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』（第１学年基底単元）1949.

本作業単元は、「４ お母さんを中心として毎日

どんなにたのしく、くらしているか（おかあさん

ごっこ）」を問題とする。この問題は、『学習指導

要領社会科編（試案）』に示された第１学年の次の

問題が主にかかわっていると考える。 

問題一 家庭や学校でよい子と思われるには私たちはど

うすればよいか。 

文部省『小学校学習指導要領社会科編（試案）』1951, 24p.

「社会科作業単元展開計画案（第１学年）」（表

４）の「予記する経験」には、「社会性の面」「精

神性の面（知識）」「情緒性の面」「身体性の面」が



記されている。「本校教育の構想」の中では、「人

格の完成」という観点から、これらの面を考えた

と述べている。「身体性の面」を除く３つの面に記

されていることを、現行の学習指導要領における

道徳教育の内容の４つの観点に分類すると、次の

ようになると考える。 
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主として自分

自身に関わる

こと 

社会性３ 近所の人々との交際の必要なこと

を理解する 

情緒性１ ごっこ遊びの中に家庭のたのしみ

を味わう 

情緒性３ 明るいお家の子供は明るいすなお

な心の持ち主となる 

知識性４ 一日の生活中によい習慣を養う 

主として他の人

とのかかわりに

関すること 

情緒性２ 家族に協力して出来るだけお手伝

いをすることによりお母さんをは

じめ、家中の人がどんなに喜ばれ

るか 

主として自然や崇高

なものとのかかわり

に関すること 

なし 

主として集団

や社会とのか

かわりに関す

ること 

社会性１ 家庭の幸福は母親を中心として家

族全体が互いに協力して生活する

ことである。 

社会性２ たのしい民主的な家庭より円満な

民主的社会がうまれる 

知識性１ 家庭におけるお母さんのお仕事を

はじめ家族の役割が明らかになる

 
表４ 社会科作業単元展開計画案（第１学年） 

宮郷村立宮郷小学校『農村教育課程の研究』(各級別作業単元)1949. 

 

宮郷小学校では、問題解決学習を進めていく過

程の中にも道徳的価値を見いだし、道徳教育を実

践していたことが分かった。 
１）「学習課題」は、資料編 3p.に掲載。 
２）「初期社会科の経験主義カリキュラムでは、社会機能や子

どもの生活領域、問題領域、興味・関心等によってスコー

プが決定され、子どもの発達条件を原理としてシークェン

スが決定された」（溜池善裕）、森分考治・方上宗二編『社

会科 重要用語 300 の基礎知識』明治図書,2000,148p. 

３）「児童の発達系列」の「総合主題」と「社会性の発達」

を資料編 4p. に掲載。 

４）資料編 5p.に表４を拡大して掲載。第６学年基底単元「絹

織物」を資料編 6p.に掲載し、道徳教育の視点から考察

した。 

 

エ 高崎市立北小学校（昭和 26 年） 

昭和 26 年 11 月、高崎市立北小学校・高崎市社

会科研究部は、『昭和 27 年度 社会科教育計画』

を発表した。このカリキュラムは、昭和 26 年７月

に改訂された学習指導要領に基づいて編成された

ものである。高崎市社会科研究部は、高崎市立北

小学校を実験校としてカリキュラムの研究を進め

た。カリキュラムは、高崎プランと呼ばれ、高崎

市内の全小学校における基底としての性格をもつ。 

当時の社会状況から、社会科を中心とする道徳

教育に不満の声が上がっていた。この声に応え、

不満を解消するため、高崎市社会科研究部はカリ

キュラムを作成することを考えていた。「社会科教

育計画編の態度」の中で、次のように述べている。 

1.終戦以来道義の荒廃は、憂慮すべきものがあり、過渡期

と云えども見逃すことが出来ない。 

社会改善は勿論であるが児童の生活態度の改善は吾々

の最も身近な、最も責任ある務めである。 

 今日道徳の問題が大きくとりあげられ、社会科教育に反

省批判がなされている。こうした声は過去に於ける、歴史、

地理、修身教育に対するあこがれであり、後進性の現れで

あろう。社会科教育を盛り立て、この声に応えたいもので

ある。 

  高崎市立北小学校『社会科教育計画』1951,3p.

高崎市立北小学校『昭和 27 年度 社会科教育計

画』を基に、単元一覧表（表５）を作成した。この

中から、第六学年一学期の単元「世界の動き」（表

６）～（表８）1）を取り上げ、道徳教育の視点から

考察する。 

 

表５ 高崎市立北小学校単元一覧表 

 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

１

年

たのしい

学校 

丈夫な体  のりもの

ごっこ 

お店ごっ

こ 

お客様ごっこ

２

年

きんじょのおうち  いなかと町 ゆうびんやさ

ん 

３

年

製材所とハム工場  高 崎

駅 

新しい町・賑

やかな町 

映画教室 

４

年

高崎からの交通  郷土のうつりかわり 群馬の自然 

５

年

日本の産業  機械の働き 観光地めぐり

６

年

世界の動き  船の旅 豊かな生活 

高崎市立北小学校『昭 27 年度社会科教育計画』1951.より大竹作成 

 

第六学年一覧表（表６）の「一般目標」における

５つの視点は、昭和 26 年に改訂された『小学校

学習指導要領社会科編（試案）』の社会科の目標



において、社会科で養おうとする態度や能力を具

体的に示されたことに基づいている。 

Ⅰ．自己と他人の人格の尊重 

  自主的、自律的態度 

Ⅱ．社会生活における相互依存関係 

  集団生活への適応とその改善に役立つ能力態度 

Ⅲ．社会機能とその相互依存関係 
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  人間生活に対する理解、これに進んで参加する協力する

態度能力 

Ⅳ．集団生活社会的諸機能と自然環境に適応しそれを利用す

る態度能力 

Ⅴ．社会機能と制度、施設、習慣、その発達についての理解

適応改善して行く態度能力 

 

表６ 第６学年一覧表 

  １）（表６）～（表８）を拡大し、資料編 pp.7-9.に掲載。 

高崎市立北小学校『社会科教育計画』1951,46p. 

 

表７ 指導計画表 

 

高崎市立北小学校『社会科教育計画』1951,47p. 

 

指導計画（表７）の目標には、「1.自己と他人の人

格を尊重し、社会集団と集団、社会機能と人間生活、

自然環境と人間生活の相互依存の関係を理解せし

め社会の進歩に貢献し得る資質を養う」と記されて

おり、これは道徳教育の視点から述べられている。

社会科の学習活動を通して、自己と他人の人格の尊

重や社会生活における相互依存関係を理解させる

ことをねらいとして指導されていたと考える。 

 

表８ 評価表 

 

高崎市立北小学校『社会科教育計画』1951,48p. 

 

評価表（表８）には、「評価のねらい」が記され、

「理解・態度・技能」の３観点から、道徳教育にお

ける態度や能力を評価していたことがうかがえる。 

 

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題 

 

○ 修身が停止された昭和 20 年から道徳の時間

が特設された昭和 33 年における道徳教育や社

会科における国の施策を調べたことによって、

学校教育における道徳教育の位置付けの変化を

明らかにすることができた。 

社会科が新設される前、公民科による道徳教

育が構想されていた。現在の道徳教育の在り方

に近い、公民科教育が考えられていた。 

昭和 22 年の『学習指導要領（試案）』におい

て、道徳教育を学校の教育活動全体で行うもの

とされ、教科としては新設された社会科に位置

付けられた。各学校において、道徳教育を含む

社会科のカリキュラムが作成された。社会科の

問題解決学習の中で道徳教育が実践された。 

昭和 26 年の『学習指導要領（試案）』におい

て、道徳教育は学校の教育活動全体で行うもの

とされていたが、特に社会科における道徳教育

が重視された。社会科で養いたい態度や能力が

目標に示され、道徳教育に対する不満を、社会
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科を改善することで解消することが試みられた。 

○ 初期社会科の本県における３校の指導案やカ

リキュラムを調べたことによって、道徳教育が

社会科の中に位置付けられ、社会科の問題解決

学習を通して道徳教育が実践された様子を明ら

かにすることができた。 

群馬師範学校男子部附属小学校においては、

昭和 22 年、第５学年で学級内の問題「けんか」

を話合いで解決しようとする社会科の学習が試

みられた。昭和 23 年、第４学年における社会科

の単元「前橋の乗物」では、交通道徳について

話し合わせたり、乗車道徳について考えさせた

りする問題解決学習が展開されていた。 

昭和 24 年の佐波郡宮郷村立宮郷小学校にお

ける社会科を中心とするカリキュラムでは、道

徳教育が「学習課題」における「児童の発達系

列」の「人間性」や「社会性の発達」に位置付

けられていた。「社会科作業単元展開計画案」に

は、学習活動を通して期待される人格が、「予記

する経験」の社会性や精神性、情緒性の面に記

されていた。また、作業単元における道徳的な

学習課題を解決するだけでなく、問題解決学習

の過程で経験することの中に道徳的な価値を見

いだし、道徳教育を行っていた。 

  昭和 27 年度の高崎市立北小学校のカリキュ

ラムでは、各学年の一般目標や指導計画の目標、

評価のねらいに、道徳教育が位置付けられてい

た。改訂された学習指導要領において、社会科

における道徳教育が重視され、カリキュラムに

反映された様子をうかがうことができた。 

また、これらの調査から、初期社会科では、

現在行われている「総合的な学習の時間」に近

い学習活動を展開していたことが分かった。 

○ 戦後間もなく、修身が停止されたことによっ

て、それまでの道徳教育の在り方が見直された。

教科では道徳教育を社会科に位置付け、実践す

るという新しい道徳教育の在り方を生み出した。 

  では、現在の学校における道徳教育はどうで

あろうか。現行の学習指導要領において、道徳

教育は、道徳の時間をはじめ、各教科や特別活

動、総合的な学習の時間において、学校の教育

活動全体を通して行われるものとされている。

教科・領域において、それぞれの目標を達成し、

充実させていくことが、道徳教育を充実させる

という考えである。 

  そこで、より充実した道徳教育をこれから実

践していくために、初期社会科で行われていた

道徳教育を参考とし、社会科や総合的な学習の

時間における単元の中に道徳教育を位置付け、

教科・領域を総合していくのはどうであろうか。 

社会科においては、群馬師範学校男子部附属

小学校における単元「前橋の乗物」の指導案を

参考にすることによって、現在扱っている内容

の「運輸の働き」の学習と重ね合わせ、交通道

徳を実践することができるであろう。 

  総合的な学習の時間においては、学習指導要

領に示される「国際理解、情報、環境、福祉・

健康などの横断的・総合的な課題」１）を解決し

ていく過程の中で生まれる道徳的な課題を、カ

リキュラムの中に位置付けることができるであ

ろう。 

○ 今後の課題は、初期社会科における他の小・

中学校のカリキュラムを調べ、これからの学校

教育、特に道徳の時間や社会科、総合的な学習

の時間における道徳教育の在り方について、考

察することである。さらに、修身における道徳

教育について研究をし、今後、本県の道徳教育

の発展に寄与していきたいと考えている。 

１）文部省『小学校学習指導要領』1998,3p. 
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